


















































の実践報告 (小橋 , 2010)、またそれ以後の過程で開発活用してきたツール類（小橋 , 


















































































第 1 週から第 15 週までの、科学的研究のタイプ分け（川喜田 , 1996）に基づいて、
それぞれのアプローチを実習で体験する前半と、情報社会の情報発信者としての
自分を制約している人間の情報処理特性である知覚や認知、思考、言語能力、意















































































































のアイデアとしては例えば 2016 年に出版されたケヴィン・ケリー（Kevin Kelly）
の ”The inevitable: Understanding the 12 technological forces that will shape our future” 














対処を論じた例（廣瀬 , 2016; 大武 , 2013 など）を参考に、未来を語るための「こ
とば」、「辞典」を長寿社会に拡大したい。
　そのほかにも情報社会と長寿社会の同時進行に関わる話題としては、



















を再考する．成城大学共通教育論集第 1 号，pp.103-120. 
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